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健やかで 爽やかな 37名の旅立ち ～校歌の如く 下条川から信濃川そして大海原へ～
校長 小林雄二

３月２１日（金）、春の暖かさを感じるよき日。令和６年度卒業証書授与式が挙行されまし

た。来賓として、山川教育長様をはじめ、地域を代表する皆様、PTA 役員の皆様方が駆けつ
けてくださり、保護者、在校生が見守る中、厳かに式は始まりました。５年 さんの国歌

伴奏、５年 さんの校歌伴奏に合わせ、会場が一つになって斉唱し、いよいよ証書授与の

時を迎えました。

卒業生は、堂々とした態度、凛とした表情で証書を受け取りました。たった数秒間ですが、
６年間の成長と進学への覚悟が凝縮されていました。「門出の言葉」の締めくくりは、卒業合
唱です。指揮 さん、伴奏 さんのもと、卒業生が心を込めて『大切なもの』を歌
い上げました。最後に、６年 さんの伴奏で、在校生と卒業生が思いを一つにして『ふる
さと（嵐）』を会場いっぱいに響かせ、卒業生は大きな希望をもって巣立ちました。

終業式（3/19） ～グリーンカードと善行表彰～ 『卒業の書』～クジャクに込めた願い～

サッカーの試合で、審判が出すグリーンカード（フ 「卒業にあたって大切にしたい一文字」を卒業

ェアプレーやよい行い）は、あまり知られていませんが、今年 生一人一人が休み時間に校長室で書きました。

度下条小では様々なグリーンカード級の行いが見ら 文字に込めた思いは、中央部分のクジャクの羽

れました。その中でも、２学期から合計６４日間に １枚１枚となって広がっています。

わたり、登校時にゴミ拾いを続けてきた「（仮称）有志 クジャクブルーは大変有名ですが、クジャク

クリーン活動チーム」に対して、終業式で『善行表 には、サソリやコブラなど人間が最も恐れる猛

彰』を贈りました。決して褒められるためにやるの 毒への耐性があり、時に捕食もします。そのた

ではなく、自然にできる所が素敵でした。毎日、誰 め、古代から神の使者、守護神とされてきまし

にでもできる「グリーンカード」は、困っている人 た。下条小の卒業生は、「決して強い力に屈する

に寄り添うことという話もしました。来年度、「た ことなく、『ただしく かしこく たくましく』自

だしく」を重んじる下条小学校に、「グリーンカー 分が信じる道をまっすぐに進むことを切に願い

ド級」の善行が一層広がることを願っています。 ます。今後の活躍を大いに期待しています。

【グリーンカード】 【代表児童へ表彰状を】 【「仲・挑・全・磨 等々」大切な一文字】
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